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中　島　公　子
　Andr6　Gide（アンドレ・ジイド1869－1951）　とFrangois　Mauriac（フラン
ソワ・モーリヤック1885－1970）との間に交わされた63通の往復書簡は，
Ga11imard社刊行の＜Cahiers　d’Andr6　Gide＞第2冊目にまとめられ，1970年
に出版された。編纂者Jacqueline　MortonによるIntroductionは，1912年に始
まり1950年に終るこの二つの個性の交流を，それと関連する状況の中に位置づ
けて解説したもので，その中にあげた参考資料の主要部分は，28のdocuments
として巻末に付されている。注を含め，簡潔だが行き届いたものであり，この
控えめなinitiationに導かれて，読者は二人のたぐい稀な文人の生涯に沿うて
展開された目にみえぬドラマに立ち合うことを許される。
　Mauriacに関心を抱く者にとって，それはとりわけ深い興味を唆られるドラ
マである。と言うのも，Andr6　GideとはMauriacにとって単なる同時代，同
国に生きた作家同士という関係をはるかに超えた，特別な存在だったように思
われるからである。
　作家は誰しも置かれた時代環境の中で，自己に課せられたと信じる問題に，
彼のみが与えうる回答を探し求めることをもって創造の源泉とする。だがその
場合，問題も回答も，決してその作家一人で見つけだすわけではない。彼にそ
の問題の所在を教え，解決の方向を一美学上の問題であれモラルの問題であ
れ一身をもって提示している先達や同時代作家はかならず，しかも複数の形
　　　　　　　　　　　　　　　一35一
で存在する。中にはその人を見ることによって己れの課題に気づかせられ，一
・種の精神的火花を感じる相手もいるにちがいない。そのような場合，後から来
た者は先の者に対して，どのような感情を抱くであろうか。
　一あなたは私にとって，この言葉の持つもっとも高貴な意味においての
敵手（1’adversaire）たりつづけます。私を打ち負かし得たかもしれぬ，これ
　　　　　　　　　　　　　　　　（1）からも打ち負かし得るはずの方なのです。
MauriacがGideに書き送ったこの言葉は，それをみごとに要約しているよ
うに思われる。この場合，〈1’adversaire＞という言葉が含む意味はまことに深
く，いま書簡を通して二人の対話にふれようとする本稿の目的も，この一語の
内容を明らかにすることにあると言ってよいほどである。
　ただしそれは二人の聞に敵対的感情が介在したことを意味するものではな
い。書簡はこの二人のすぐれた文人が終始強い友情によって結ばれていたこと
を証拠だてている。ただその友情はかならずしも日常的な親密さを意味するも
のではなかった。63通という書簡の数も，38年の歳月を考えた場合，決して多
いとは言えないであろう。これらの書簡は二人の文学生活の重要な時期にあた
って，相手の創作活動の本質にふれる形で発信され，精神から精神へ直接投げ
かけられた相互批評の形をおびている。公開状的な性格をはじめから持ってい
るものと言え，中のいくつかは実際に公開されているのだが，この相互批評を
成り立たしめたものが何であったかを考えるとき，二人の間にあった信頼の深
さ，精神的相互理解の深さに，ある感銘を覚えずにはいられない。日常性のか
わりに，日常性など必要としないほど，この二つの精神はその内奥において相
通じるところがあったように思われるのである。
　Jacqueline　Mortonは，　Introductionの冒頭，これら二人の作家の外見上の
　　　　　　　　　（2）へだたりを強調している。背徳者に変身した新教徒Gideとカトリシスムの代
弁者Mauriac，改革者，実験者としての名声に包まれた前者と小説の古典的伝
統を離れることのなかった後者。前者は社会的政治的関心に一時は惹かれなが
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らも芸術のための芸術という初期の理念に結局は忠実であったが，後者は時を
追うて現実上の諸問題に対する積極的発言の度を強め，晩年はむしろジャーナ
リスト的活動が創作面のそれを凌駕した，と。フランス本国において両者のイ
メージがこのようにかけはなれているというのは事実その通りにちがいない。
しかしかつて我々にとってフランスが遠い異郷であったころ，常になにがしか
の概念的理解を媒介にしなければフランス文学に接しられなかった時代に，
GideとMauriacを代る代る手にするような経験を通して彼らに近づいた筆者
には，不幸にしてMortonが強調する両者の対立に鈍感ならざるを得ないとこ
ろがある。この二人の文学の底流に，ある磁場が存在したことを，少しもふし
ぎには思わないのである。
　地方の富裕なブルジョワ家庭に生まれ，敬虚な母親の薫育のもとで，かたや
清教徒的，かたやカトリック的という違いはあるにせよ，長びかされた純潔性
と，福音書に説かれた魂の至福への志向の刻印を受け，一方に生の充足を求め
る激しい異教的自我の発顕を，官能の愉楽を通して知る，という生い立ちから
して，15歳年のへだたったこの二人の作家にはある類縁が感じられる。自我と
キリスト教モラルとの関係を一肯定するにせよ否定するにせよ一文学創造
の源泉に据えたことも，この二人に共通している。さらにこの二人からさまざ
まな意匠をとりさってみた場合，二人は感性（sensibilit6）に対する信頼におい
て強く結び合うように見うけられるのだが，それは筆者の思い誤りであろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）「浜の砂は快いと読むだけでは私は満足しない。素足にそれを感じたいのだ」
というGideの言葉は，たとえば「海への道』のエピグラフの文章にある種の
共鳴を見出しはしないであろうか　　「おおかたの人生は死せる道であって何
ものにも通じていない。だが他の数入は幼くしてすでに，ある未知の海に赴き
つっあることを知る。風の苦味は早くも彼らを驚かせ，塩の味は早くもその唇
にある　　ついにさいごの砂丘を越え，このはてしない情熱が砂と泡を彼らの
　　　　　　　　（4）頬に叩きつけるまで。」
　さらに進んで「だが結局，己れ自身に誠実たること（la　sinc6rit6　envers　soi－
　　　　　　　　　　　　　　　　（5）meme）はわれわれの世代の美徳である」というMauriacの言葉に接すると
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き，Gideの紐をそこに見ないわけにはいかないのである。この二つの個性の
間には何かしら血縁に似たものがある。書簡を通じて二人の交流を知ること
は，この二つの精神を接近させ，また離反させるものが何であるかを探ること
でもある。
　両者の関係を影響という観点からみるなら，それはもっぱら　Gideから
Mauriacへという形であったと言うことができる。　Mauriacが21歳で文学へ
の志を抱いてParisに出てきた1906年には，　Gide（37歳）はすでに文学的指導
者の一入，それも若い世代にもっとも支持される指導者の一人であった。
Mauriacを識ることによってGideは少しも変らなかったが，　Mauriacの側
は，Gideを識らなかったなら，人も作品もまるで違うものになっていたかも
しれない。初期から晩年に至るまで，MauriacのGideに関する発言はまこと
に数多い一これを解説するにせよ，攻撃するにせよ，擁護するにせよ，彼に
傍証を求めるにせよ。書簡にみるかぎりでも，〈敵〉としてのGideの影は圧
倒的に大きかったことがうかがわれる。、Gideという巨大な存在を一方の極に
据えることによって，Mauriacの中に何が生成・発展し，何が崩壊・消滅し
たか，書簡はそれをも垣間見させてくれる。先にドラマと言ったのは，そのよ
うな意味合いにおいてである。
　このドラマに付き合うことが，これまで知られなかったMauriac世界の解
明の糸口となるとか，あらたな視点の獲得につながるといったことはほとんど
ない。浮かび上がってくるのは，あらゆるMauriacの作品が，画布に絵具を
重ねるように執拗に示す，あの馴染み深い彼の肖像でしかない。だが，作家と
か作品を愛する場合，それがその内に秘められた苦悩に惹かれてのことである
ような場合もある。筆者の場合，この苦悩への偏愛が，Frangois　Mauriacへの
関心の大きな部分を占めてきた。往復書簡を読むのも，悩めるMauriacの顔
をここにまた見出そうとしてのことであるらしい。
一38
　　　　　　　　　　　　（6）1．GideからMauriacへ
1912年4月15日
　　　　　　　　＿ゴθlis　avec　un　vif　inttir6t　votre　article・
最初の書簡はGideからである。
　今日，Revue　hebdomadaireが一冊送られてきまして，あなたの一文を強
い興味をもって拝見しました。一個所とは言わず（しかも私を誉めてくださ
っているところに限りません！），この上ない謝意をあなたに対して抱くも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）のです。しかしこうしておたよりするのは，私の「蕩児』（Enfant　prodigue）
に向けて使われたsacrilさge（冒漬的）という言葉，および，福音書のたと
えからその神聖な意味をとりさったとする非難に対して，全力をあげて抗議
するためです。畏敬と敬神の念をもって私はこれらのページを書いたので
す。　（ほんとうにあれを読まれたのでしょうか。あるいはお読みになったあ
とで，私に筆をとらしめたあの厳粛な感動を，お感じにはならなかったので
しょうか？）
　まず，書簡のきっかけとなったMauriacの一文について記そう。これはla
Revue　hebdomadaireが行なった《Enquete　sur　la　1’eunesse　：laブeunesse
litte　ra　ire（青春一文学的青春についてのアンケート）〉に対する回答で，1912年4
月の同誌に掲載された。Mauriacは前にふれたように1906年Parisに出ての
ち，1909年に自費出版した詩集〈Les　MainsブOintes（合掌）〉をMaurice　Barrさs
に認められて文学的出発をした。その後はRobert　Vallery－Radot，　Eusebeお
よびPhilippe　de　Bremond　d’Ars，　PierreおよびFrangDis　Hepp，　Frangois　Le
Grix等の若いカトリックの文学グループと《Cahiers　de　l’amitie’de　France
（フランス友愛手帖）》誌を発刊し，同誌およびRevue　du　temPS　Presentや
Mercure　de　France誌に詩誌や詩篇を発表していた。　La　Revue　hebdomadaire
との関係は1910年に始まり，翌年には〈La　Robe　Pr6　tex　te（白衣，1914）〉の原
　　　　　　　　　　　　　　　一39一
型となる習作をここに発表している。1912年は，小説第一作とされる《L’　Enfant
　　　　　　　　　　　　　　　　（8）charg6　de　chafnes（鎖につながれた子供）》がMercure　de　FPtanceに連載さ
れた年であり，翌年結婚するJeanne　Lafonと知り合ったのももこの年であ
る。カトリック新進作家代表といった感じでアンケートに応じ，自分および周
囲の青年層が抱く文学的関心を語る中でGideおよびN・R・Fグループにふ
れているのである一
　「……だがこれらカトリックの人々のかたわらに，仔情性を復活させること
にも，何らかの規律を見出すことにも等しく不安を抱く別な若者たちの姿が見
える。ただし彼らはこの規律が思想にもまた感情にも課せられるのを望まず，
何かを証明しようとの野心の顕在する作品を排斥する。芸術とは，彼らの考え
では，それ自体の外に目的を設けられないものなのである。従って入間を全的
に，その人生の各瞬間においてとらえ，知性・意志・心情のすべてを同時に従
わせることを要求する宗教なるものからは，まことに遠い人びとである。これ
らの青年たちはLa　Noecvelle　Revue　frangaiseの周辺に集まっている。そして
そこにアンドレ・ジイド氏の名は公然とは現れず，また執筆者に最大の独立性
が与えられているとは言っても，各入，周知のように，近づき易い，はいりこみ易
い作品を好まない師の意に適うことを心がけている。師を満足させる域に時と
して到達していると，敬意を表さなくてはならない。だがジイド解説者のとり
わけ明敏な者が書いているとおり，“ジイドは次第に象徴主義から抜け出し，先
頭の一入として我々に進路を示す。我々自身の内にある過度の自己満足が我々
に忘れさせてしまっていた生を，ふたたび探しあてる。文学の新時代の導き手
の一人である”。この作家が一もっとも私とてその魅力を避けるものではな
いが一彼自身からどうもうまく解放されずにいることに注意しよう。日ま
しに簡潔になって行くその文体は，とりわけ選択することに適さない精神，二
　　　　　　　あるじ人はおろか多数の主に仕えるのに適した精神をあらわにみせている。もう前に
進まず，新たな世代に追い越される〈到着者〉の中に数えられることは，潔し
としないだろうが致しかたない。アンドレ・ジイド，彼は立場を明瞭にしない人
間であるが故に我々から遠い。生きた感じやすい魂が，抜け出すのに時を要す
　　　　　　　　　　　　　　　一一一一40＿
る程の説得力をもbて，あらゆる掟の外に生きる快楽が表明されている『背徳
者』の後で，我々はあの複雑な，混乱した小さな本「狭き門』を手にした。愛
することから身を守りたくなる本である。ここには自己放棄の快楽がこの上な
く尖鋭な形で見せつけられている。この驚嘆すべき芸術家は，歓喜の源泉なら
いかなるものであれ拒まずに画くのである。しかし我々の中に，『地の糧」に
よって鼓舞されない者は数を増しつつある。我々がこれらの示唆に富む書物を
開くとしても，それはもはや・流麗この上ない文章にのってGideが我々にす
すめる冒漬的な遊びに応じるためではない一放蕩息子のたとえ話を焼き直し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）て，そこから神聖な意味をとりさってしまったときのような。」
　先にふれたように，Mauriacは当時友人とCahiers　de　l’amitie’de　France
という文学グループ牽作っていた。この集団が標榜する立場とはく唯心論的文
学la・litt6rature　spiritualiste＞，もっと曖昧でない言葉を使えば，「もっぱらカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）トリック的インスピレーションによる文学」であった。この集団の持つ雰囲気
を示すために一例をあげるなら，1911年の夏，Vallery・Radot，　Andr6　Lafon，
Mauriacの三人が，顧問格のGeorges　Dumesnilの家に集まり，　Cahiers刊行
の最終的打ち合わせの後，日曜日lgは四人そろって「神が我々の計画を祝福さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）れるよう」聖体拝領をするといったグループだったのである。Francis　Jammes：
G60rgieues　chr4tiennes『キリスト教農耕詩』（1911），　Paul　Claudel：L’Annonce
faite　d　1吻瘤『マリヤへのお告げ」（1910），　Charles　P6guy二LθMyst2re　de
la　charite　de　Jeanne　d’Arc『ジャンヌ・ダルクの愛徳の聖史劇』（1910）とい
った作品がキリスト教的拝情精神の復活と高揚の鐘を打ち鳴らした後をうけ
て，新しい世代の手で真のカトリック文学を築こうとする，明らかな方向性を
持った集団であった。Mauriac自身にしても，1910年2月21日のEcho　de
Paris紙上，〈L’esPrit　contre　la　Be　te（野獣に抗する精神）〉と題した評論で
Barrさsが彼を賞めたとき，それはPol　Loewengardの＜La　Splendeur　catholique
（カトリックの光輝）〉，先程あげたP6guyのくLe　Myst2re　de　la　charit6　de
　　　　　　　　　　　　　　　　（12）Jeanne　d’Arc》と並べてのことであって，この無名の青年がどの道をえらぼう
　　　　　　　　　　　　　　　＿41一
としているか，それは未知だとは言いながら，この才能が「カトリック的イン
スピレーション」以外のものに向きをかえる可能ltkは，おそらくは誰の念頭に
もなかった。そのような立場でアンケートに答えたMauriacには，若きカト
リック知性の模範回答を出すという命題が課せられており，N・R・Fに対抗
して自分たちの集団を強く押し出そうという意図がはたらいていたことが察せ
られる。Gide－N・R・Fに対する立場は始めから否定的でなくてはならなか
った。Gideに対しては，その古典的美学の要請の厳しさ，作品の芸術性の高
さに関しては最大の敬意をはらっている。しかしGideの偉大さをなすもっと
も重要な要素とも言うべき〈青春の師〉として役割には否定的である。暗に
Gideは若い支持層を失いつつある，と言い，「選択すること」「立場を明確に
すること」の拒否，常に多数の主に仕えるに適した状態に精神を保とうとする
曖昧さが，彼自身唱導する自己解放を成功させない原因となっていると言いた
いようである。だが，率直なところこれはMauriacの本音だったのだろうか。
　「それはla　Nouvelle　Revue　Francaiseの最初の分冊が現れた時期であった。
私は毎月広告まで読んだ。文字通りそれは私の福音書であった。今日の若い作
家たちは，〔当時…〕この一見慎ましやかな雑誌の周りに集った純粋な小グル
ープの持った威信と，芸術体品を前にしてのその細心さがどれほど我々を熱狂
せしめたか，想像し難いであろう。ここに達成せられている諸々の価値観の再
検討，その各々の厳密な位置づけは，決定的なものと私の目に映ったものだ。
－1945年の〈La　Rencontre　avec　Barr2s（パレスとの出会い）〉の中でMauriac
は当時をこのように語っている一…私自身もっとも性に合うと感じる文学集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）団に結局参加するには，12年の歳月を要したのだった」
　のちの経過からして，本心はこの告白にこそ現れていると見てよい。だが，
かといってアンケートに表明されているGideとN・R・Fの批判を偽りの虚
言とみなすのもやはり正しくはあるまい。むしろ，Barrさsに賞でられ，　Jammes
に愛される〈幸福児〉の内心にあったN・R・Fへの憧れが，批判の切れ味を
にぶらせ，Gide評を歯切れのわるいものにしていると見ておけばよいであろ
う。
　　　　　　　　　　　　　　　－42＿
　〈幸福児〉はN・R・F側から痛烈なしっぺ返しをうけた。Paris－Journal
紙上，Alain－Fournierのそれである。表面的にはMauriacの第二詩集＜Adieu
dl’Adolescence（思春期への訣別）〉の批評であるが，これまでMauriacをま
ったく無視してきたN・R・F集団が，前年の6月に出されていた詩集をとり
あげてやっつけたのには，時期的にみてアンケートとの関連を否むことができ
ない。
　「モーリヤック氏の詩情は熱っぽくはあるがおとなしい。ランボーの初期の
それのように“服従に汗をかいて”いない。逆に服従とは彼には自然な美徳で
あり，生れながらの規則への志向を具えたもののようである。これは遊んでも
服を汚さず，土曜日には十字架を持って，日曜日にはミサに行く，お金持ち
の，とてもおりこうな子供の詩情である……今日の若者はモーリヤック氏が挙
げるような良き作家だけ読むわけではない……彼らの青春は痛ましい，しばし
ば惨澹たる不安のうちに過ごされたのである。みんなが富裕で信仰を持った若
者というわけではないのだから。“芸術家はその少年期を通じて，暗がりにえ
もいわれぬ思い出の宝を積まねばならぬ”とモーリヤック氏は言う。“我々の
思い出はえもいわれぬものではない”と言う青年たちに，氏は何と答えるであ
　　（14）
ろうか？」
　以上の批評は，このFournierに向けてJacques　Riv1さダeが書き送った感想
にくらべればまだましな方だった一「Mauriacに関するきみの短評は結構だ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）と思う。あいつは秩序，規律を連発して，頭にくる。」Mauriacと一歳しか年
の違わない，同じボルドー市出身の，大学も同じボルドー大学に学んだ，Paris
上京の時期もほぼ同じJacques　Riviere一のちにMauriacがN・R・Fに参
加する橋渡しをするのは彼なのであるが。
　Gideの手紙と，　Fournierの反駁と，どちらを先にMauriacが目にしたか
は明らかでない。いずれにせよほとんど時期を同じくしている。アンケートの
文章には，Mauriacの個人的意図としては，攻撃の形であれ，憧れの集団に探
りを入れること一sondageの意図があったろうから，反撃もある程度予想は
していたであろう。それにしてもFournierの批判はMauriacにはこたえた。、
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FournierにしてもRiviさreにしても，当時カトリシスムへの回心がその心の
奥底に形造られつつあった時期のことであるから，懐疑を知らない幼時洗礼者
的な甘さに対する苛立ちはことさらに激しいものがあったと想像される。それ
は一一口に言って，一個の作家として立つに適わしい人間認識の能力不足を指摘
するものだった。以後，この甘さをのりこえて，人間の根源的不安を直視する
　　　　　　　　　　　　　　　　（16）ことがMauriacの課題となったのである。
　これにくらべてGideの書簡にはある暖かさが感じられる。主要な個所は
〈sacrilさge＞という用語に対する反駁であるかにみえるが，それよりも，この
未知の才能に対する注意深い眼の方が印象的である。「「地の糧』に鼓舞されぬ
者は数を増しつつある」などという虚勢の下で，「愛することから身を守りた
くなる本」への愛着，「いかなる勧喜の源泉をも拒まず画く」精神の魅力に，こ
のく聖歌隊の少年〉が抗し難く引きづられていること，若いカトリック知【生の
不安とそのひそかな讃辞を，Gideのアンテナはたしかに捉えている。　Mauriac
のsondageは成功しているのである。
　　　　　　　　　　　　（17）II．　MauriacからGideへ
1912年5月
．．．ma西OUC乃e露〃lentait　mon　cvauア．
　魅力的な寛大さをもっておたより賜りましたのも，おそらくは私の書いた
ものの中で，あなたに関しては毎瞬間，口が心に反していたことを感じとら
れたからでありましょう。
　むろんあなたの蕩児は，アンドレ・ワルテルの手記以来のあらゆる御著作
と同じく，いく度となく読み返したものです。それでも，自分から弟を玄関
のきざはしまで送り，ありとあらゆる禁断の逸楽の方に押しやる，あの疲れ
た蕩児を神の御心に沿うたものと思いなすことが私にはできないのです。
　すでにご承知の讃嘆の念をあらためて申し述べるには及びますまい。ただ
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付け加えますなら，あなたは私の心をしばしばかき乱されましたが，私はあ
なたから良いことばかり受けとってまいりました。生を，あなたを知る以前
よりもっと愛するのは良きことであるとして，です。
　まことに有難う存じました。
　これがMauriacからの返事である。解説は不要であろう。Gideに誤解なく
受けとめられた喜びが行間に滲み出ている。しかし，始まったばかりの文通は
ここで跡絶えてしまう。次の書簡は5年後，ようやく二人がはじめて面識を得
るときまで待たなければならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（18）　　　　　　　III．　MauriacからGidへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1917年6月10日
D2S　mon　adolescence，ルronsieur，　VOUSノセ～’θSカ0％アmoi　1召mai〃e　secret．
　ある別な規律に縛られていたため，あなたからの幻惑をなんとか蒙りすぎ
ぬようつとめていたものの，少年期からこのかた，あなたは私にとってひそ
かな師でありました。私は“ナタナエルよ，いまよりわが書を捨てよ……私
を離れよ…”とあなたが言われた当の相手だったのです。こうしてやり方は
異なれ，あなたの願いを達成するすべを知っていたのでした。あなたの書に
は不忠実だが精神には忠実だと自分を感じていたものです。とはいえ私にか
くも強い陶酔をもたらした師にいまだ面識を得ていないと墨うと，残念な思
いにしばしばかられたものです！　とうとうお逢いできた幸運の証拠にこれ
　　　　（19）
ら二冊の本があります。これをどれほど大切に，またどれほど有難く思って
いるか，お疑いなきように。
　文面から察せられるとおり，これはGide，　Mauriac最初の出会いの直後，その
興奮の中で筆をとられたものである。出会いの場となったのはParis，　Georges－
　　　　　　　　　　　　　　　－45＝鵬
Ville街のLucien　MUhlfeld（リュシヤン・ミュルフェルト）夫人宅で毎夕開
かれていたサロン，通称く魔女のサロン〉であった。
　Mauriacは前のやりとりのあった翌年1913年に結婚し，14年の大戦勃発を郷
里のMalagarで迎えた。15年から16年にかけて国内の赤十字部隊に加わった
が，16年末前線行きを志願してギリシャのサロニカに派遣される。ところが港
に上陸したとたん熱病に罹ってそのまま本国送還となる。のちの小説にも出て
くるArcachonの山荘での療養後，回復してふたたびParisに出てくるのが
1917年6月とされているから，Gideとの出会いはParis再上京にともなう最
初の収穫ということになろう。Anna　de　Noailles，　Paul　Val6ry，　Jacques－Emile
Blanche，　Henri　de　R6gnierらとともにGideはこのMUhlfeld夫人のサロン
の常連だった。いまひとつ，Daudet夫人のサロンでの，　Marcel　Proustとの出
会い（1918年2．月4日）とともに，Mauriacに文学的成熟の契機をもたらす重要
なできごとの一つである。＜ノburnal　d’un　homme　de　trente　ans（30歳の男の
　（20）
日記）〉にこのサロンおよびGideの名が登場するのは1918年になってからであ
るから，書簡は出会いの時期を明確にする資料として貴重である。と同時に，
MauriacのGideへの傾倒ぶりを告白したものとしても意味深い。12年の〈ア
ンケート〉で否定されていた『地の糧』が，ここではひそかな福音書としてあ
げられている。
　1947年，《Les　Nourritures　terrestres》出版50周年に当って，　MauriacはLa
Ca2ette　des　lettres紙に，青春時代この書からいかに影響をうけたかを語って
　（21）
いる。書簡の告自の内容をいま少し明瞭にするものとして引いてみたい。
　「少年期に『地の糧』を読んだ。これを読んだのは私にとってきわめて重要
なことだった。ジイドが受けた清教徒的プロテスタント教育と私の田舎の偏狭
な育てられ方との問には並々ならぬ関係があるのだ。だから『地の糧』は私の
生の中に，戸外からの呼び声のように響き渡った……私の青春時代，「地の糧』
はそのような大きな位置を占めたことがあるため，私は今でもこの書を審いた
り，はかりにかけたり，所定の場所をふりあてるといったことがどうしてもで
きない。いずれにせよ，ジイドの全作品と同様にこれには価値がある一一SW母
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としての価値が。さらに，これはわれわれ一“レトリック”としてこれを読
む者に，生きる，とは何がしかのことであると，教えてくれる。かつてもそう
教えてくれた。おそらくはこのジイド，そして別の面におけるジャムが，私の
鼻孔を，眼を，開いてくれたのである。でなければ，少なくともこの入門に手
をかしてくれたのである……もしかしたら，誰の手も必要とはしなかったのか
　　　　（22）もしれないが。＞
　Gideの数多い，さまざまな傾向を示す作品の中でとくにMauriacが『地の
糧」に愛着を示していることは注目してよい。冒頭，フランスの地方における
キリスト教的家庭教育によってある種の呪縛をうけた生いたちの共通性が暗示
されているが，『地の糧」はこの呪縛を断ちきって，地上的生の充足を激しく
求める戸外からの呼び声として響いたのである。〈聖歌隊の少年〉〈香部屋の天
使〉の中に，地上的生への渇望と，官能の快感に身を委せることへの希求が存
在したことを，この告白は示している。
　それは「合掌』や「青春への訣別』においては表面に現れなかった，Mauriac
のもう一つの自我である。官能の中に深く入り混じり，自然との深い交わりの
中に肉体を解放する異教的自我一のちの，とりわけ1920年代初期のMauriac
作品を色濃くおし包み，周囲のカトリックの友人たちを不安がらせることにな
る，この異教的自我の存在を，面識を得たばかりのGideに向かって，　Mauriac
は熱をこめて告白しているのである。だが同時に，「いま一つ別な規律」が彼
を縛って，　「地の糧』の幻惑に応じることを引きとめていたことも，あわせて
告白されている。別な規律とは言うまでもなく，地上的快楽に身を委ねること
を〈悪〉と断じるカトリック倫理に他ならない。異教的生に感覚のすべてを
あげて身を投じることと，カトリック倫理の覇絆の内部にとどまることと，
Mauriac的葛藤の図式がすでに形をなしつつある。『合掌』のころのMauria
は，カトリックの禁制原理の枠内にとどまりながら生の感覚のみずみずしさを
保つことはかならずしも不可能でないと考えていたように見うけられる。外界
への鼻孔を開いたのは，「ジャムの」自然でもあったのだから。『地の糧』の
呼びかけには不忠実だが，その精神には忠実だ，とする自己認識には，青春の
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iオプティミスムが濃厚に漂っている。たしかにこれは過去のこととして告白さ
れており・これを書くMauriacは大戦を経て，かつてFournigrが言含た「痛
ましく．，しばしば惨澹たる」青春の不安を彼なりに味わったあとであれば，す
でにそのオプティミスムも彼から去りつつあったことであろう。しかし，揺さ
ぶることによってより絶対性をおびてくる禁制原理と，大地神シベLルへの愛
に引き裂かれる分裂の苦しみはまだ響きをかなでてはいない。Gide・Mauriac書
簡の主調音はかすかに聞えはじめたばかりである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（23）　　　　　　　　IV．　MauriacからGideへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1920年7．月30日
…Comme　toect　ce　4ui　me　vient　de　vous，　il　me，donne　uneブoie　m61tie　d’inquie’tude．
　1917年の出会いから，っきあいは進んだと見てよいが，あくまでもMUhlfeld
夫人のサロン客同士とし、てであり，二人が個人的に親交を深めるというほどに
は，なかなか発展しない。文壇社会ですぐれた先達と直接接することは大いに
刺戟となるが，それよりも，Mauriacにはしなくてはならないことがあった。
彼はまだ見るべき小説作品を世に放っていないのである。
　Paris再上京は第二の文学的出発をめざしたものであった。先にもちょっと
ふれたように，大戦の暗い5年間は，Mauriacがもっとも愛惜するAndr6
Lafonをはじめ，青春の文学的盟友たち幾人かの命をうばった。二度めのParis
で，Mauriacは孤独である。第四書簡の時期1920年は，「合掌」以来10年めに
当たる。のちの作家Claude　Mauriac（1914）につづ1・，・て，　Clair（1917），　Luce
（1919）と三入の子供を持っ，．Mauriacは35歳。もはや大家の庇護も，集団の相
互扶助的動きも，当てになどできない年齢に立ち至っている。だがJam卑es
的詩情を去って小説に転じたMauriacはなかなか己れの本領を見出すことが
できない。「合掌』以来，〈突然の成熟〉と言われる《Le　Baiser　aux　LePreux＞
tまでの12年間は小説家Mauriζcが誕生するまでの混迷と模索の時期とされて
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いるが，大戦の空白を勘定に入れても7tこの年数は短いとは言えない。幸運児
が成熟をとげるまでの歩みは意外に遅々としていたのである。大戦後のParis
は，彼に真の作家たり得る才幹があるか否か，入間の深い真実を掬いとる眼
と，．それを造型する方法を獲得できるか否かの問いを，彼に迫っている。そし
て実際に《Pr4s6ances（上席権1919）〉，＜La　Chair　et．　le　Sang（肉と血1920）》
から，＜Le　Baiserα弊LePreux（癩者への接吻1922）》’へと，制作は切れ目な
くつづく⑳である。
『1920年は《Le　Vi．si・teur　noctuMe（夜の訪問者5月，1e　Revue　des　Jeunes
誌〉，＜Presgances＞の後半部の連載（10月，．Les　Ecrits　nouveaux誌），《La
Chair　et’le　Sqng＞の出版という時期に当たサ，この年＜Dormirカ1麗娩’gue
vivre（生きるより眠ることを）〉と題して着手された小説が，，そのままくLe
Baise7　aUX，　LePreUX》に発展して行くのである。
　書簡はそうしたMauriacにとってかなり重要な時期，　MauriacからGide
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（24）宛のもので，Gideから送られた〈SymPhonie　Pastorale（田園交響曲）〉への
礼とその批評である。のちに（1970）C14Ude　MartinによるくSymphonie
Pastorale》の壱diti砿n　critiqueにはこの書簡が収録されている。
　お贈りいただいたこの小さな貴重な本を，どのような心で迎えたか，おわ
かりいただけると存じます。あなたから来るものすべてがそうであるよう
に，この本も私に不安の入り混った喜びを与えます。昨日あなたのアイロニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（25）一を云々し，あなたに関してアナトール・フランスの名をあげる重要な批評
を目にしました6これはあなたについて書きうる最大の愚評であるように思
われます。いいえ，あなたの牧師は笑いを提供するものではありません。私
には，スタンダ÷ルをして全17世紀を厭うべきものたらしめたあの偽善の宗
教的形態を思わせるものです。しかし，彼（牧師）の自分自身を’ ¥くための
策略，聖書の個人的解釈の濫用に，宗教改革特有の悪癖はないでしょうか。
ジャックの改宗を力説しないのがお気に召したようですね。われわれがあな
たの秘密を手に入れたど自惚れるとたんに，あえて物語を閉じてしまわれま
　　　　　　　　　　　　　　…’■49－・：r，
すね。この何かしら完結した，完全な，しかも不確実な感じ，あなたの作品
一っ一っに，われわれはこれを愛してきました。そしてこの裏切られた歓喜
は，われわれにとって他のものにおける断定よりも価値があります……もっ
とも，私のカトリック教育をもってしてもなお，あなたの交響曲からは一つ
の教訓が引き出せます。キリストの御言葉をわれわれの情念にまかせて利用
するのはさしひかなくてはならぬ，と。あなたの牧師は，主がマリア・マグ
ダレナに言われたことをもって安心する，恋愛中の女性を思い出させます。
ひいてはわれわれの良き心の高揚，愛徳の動きも，肉と血に利用されてしま
うのです一われわれのうち一入として，完全ならんとすれば，サ。グラ鍵
なしにすませることはできません。味わい深い物語に関して決疑論的な問題
・をあげつらい，あなたの盲いた子供が成しとげた世界と彼女自身の発見のす
ばらしさに身を委ねないのをお許し下さい。感謝と敬意をこめた共感の表明
を，お汲みとり下さいますよう。
　この『田園交響曲』評には，早くも後年＜La　Pharisienne（パリサイ女
1941）〉を生むモラリストMauriacが顔をのぞかせている。自己への盲目さが
生み出す意識せざる偽善の告発はのちのMauriacの主要な関心のひとつであ
る。「田園交響曲』の提起する〈決疑論〉的問題に関心をよせるMauriacの中
　　　　　　　　　　　　　　　　　aうに，のちの小説の主人公たちが自らの業とも感じる〈明晰さlucidit6＞が具わ
ってきたことが明らかに感じられる。1917年以後において，Gideは『地の糧』
の快楽を説くGideだけではなく，このくlucidit6＞に貫かれた批評精神の体現
者としてMauriacの前に立ったことが推察される。かつてくアンケート〉に
は，「立場を明らかにしない」Gide，「多数の主に仕える」Gideに，不満めいた
口吻がもらされていた。だがいまは，たえず立場を動かすことによって成り立
つその批評性は，「断定より価値あるもの」として賞揚されているのである。
　＜ノournal　d’un　homme　de　30　aus＞には，　MUhlfeld夫人のサロンで出会っ
たGideについて次のような覚え書がある。
　「昨日ミュルフェルト夫人のもとでしばらくジイドと二人きりで話した。告白
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させることより告白する方を好む不安な司祭である。彼はこれまで〈対話〉すな
わち彼自身の二重性をのみ表明し得た，と語った。これまで誠刺的な（ironique）
書物しか書かなかった，と。「狭き門』さえ彼の眼からは誠刺的な作品である。
『法王廉の抜穴』でこの作品系列が終了する。以後彼からは断定的な作品のみ
　　　　　　　　（27）得ることになるだろう」
　『法王廉』でこの作品系列が終りになるというのは誤りで，そのあと『田園
交響曲』も出たわけだが，ここにはGide作品の本質が自我の二重性の表明に
あるという告白に，Mauriacが強い印象をうけたことがうかがわれる。　Gide
のくironie＞が，　Paul　Soudayの言うのとは内容を異にしたものであること，
そこにGide自身の自我が賭けに出されていることを，書簡のMauriacはは
っきり見抜いている。＜lucidit6＞とは，常に自己否定の契機を内にはらむこと
によってのみ得られる。分裂の重みに耐えうる自我だけが，守るに価いする自
我なのだ一Gideを通してMauriacがいま確認しようとしているのはそのこ
とではあるまいか。
　もう一っ，MauriacからGideへの書簡によく現れるテーマに，　Gideの福
音書解釈に対する不満がある。もともと両者の最初のやりとりは『蕩児の帰
宅』におけるGideの解釈をめぐって始まったものであった。以後の書簡に
も，公式のGide評にも度々とりあげられ，　Gideへの共感の限界を示すもの
となっている。もっとも『田園交響曲』においては，プロテスタント的自由解
釈の陥穽を逆手にとる形で牧師の悲劇が作られているため，追いうちをかける
　　　　　　　　　　　　（28）ような評言は控えられているが。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）　　　　　　　V．GideからMauriacへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1921年12．月29日
＿Vous　etes　le　Premier，　le　seecl，　qui　osiez　Prendre　un　Peu　ma　defemεe・
さて，これまでのGide・Mauriacの関係は，書簡にみるかぎり，若輩の
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MauriacがGideの好誼に感謝し，敬愛の念を表明する形をとってきた。それ
は当然のことだが，1921年末の第5書簡はGideの側から，彼の文学を歪める
ことなく理解した者としてMauriacに，°深い感謝と友情を表わした最初のもの
である。それは，Gide文学ゐ青年層に与える道徳的な悪影響を激しく非難し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3Q5たHenri　Massis（アンリ・マシス1886－19）の批判を反駁して，、Mauriac
がL’Universite　de　Paris　237号に書いたGide擁護論：＜A　ProPes　d’Andr6
Gide，　Rep・nse・d・M．・Massi・　（・・ド・・ジ，ドについてマ。祇への回静
に対する返礼であった。
　あなたの論説がどれほど私の心を打ったか，言L〈ようもなく，またあなた
にもおわかりいただけまいと思います。二かA’ｱのかた，私は攻撃ばかり受
けてきました（た。た一つ…そう，・、磁溜にあ、たもの一．．－1一短峨評を
例外として）・攻繋の大部分は安心なたわ言にすぎまぜん。事実，攻撃され
ているような気がしないのです。いやがらせをしているのは私のガリカチュ
T7Tに対してですから。しがしこの誤ったイメージは信用され，私の地位を奪
い，敵に回った私の兄弟となります。あなたは少しでも私の弁護をあえてし
た最初の，唯一の方です（あえeて，ど申し’ましょ、う。ほんとうに勇気のいる
ことですから）。そして私の大きな罪が，常にあるがまま，真率，誠実であろ
うとしてきた点にあることを，理解し，言明していただいたのを有難く思い
ます。なんという安らぎ，なんという休息でしょう，ようやく，少しも憎悪
にうながされたところのない評価を目1，・することができたと鷺．㈱
　Henri　Massisの《L’ln．17uence　d’Andre　Gide（アンドレ・ジイドの影響）〉
と題する評論は1921年11・月・Revue　universelleに発表された。1914年「法王
磨の抜穴」が出たときにも，MassisはGide文学の悪影響を論難している（
〈L’ln．17uence＿〉は，〈Morceaux　choisis（断篇）〉の刊行をとらえて，以前と
同一の論旨を強調したものである。
　Massis・はGide作品につきまとっている倫理的な，なかんつく清教徒的な
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性格をすべてみせかけのものと断定する。そのかげでGidelが行なっているの
は際限を知らぬ自我の追求であり，そのためにはいかなる道徳的顧慮をもふり
捨て，自己の内にひそむ背徳性への傾きをすべて顕在化することが彼の文学の
眼目である，と説く。
　「ではジイドにとっての〈誠実さ〉とは何か？　誠実たることはあらゆる思
想を持つことであり，それが自己のうちにみいだされるからというただそれだ
けの理由からそれらの思想に存在権iを認めることである。…そして自己のいか
なる要素をもなおざりにしまいとして，ジイドはその美学を，もっとも不健全
なインスピレーションにまでも従わせるのである。
　『すべては明らかに示されなければならぬ，と彼は言う，芸術家にと6てモ
ラルの問題とは，彼の示す思想が多少とも道徳的で大多数の人間に役立つとい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（35）うことではない。それをみごとに示すことが問題なのだ』と。」
　芸術はそれ固有の領域において完全に自由である，とするGideに対して，
Massisは〈芸術の無償性〉などというものは存在しない，〈人間の究極的善に
　　　　　　　　　　　　　　（36）対し，芸術は何の権利も有しない」と言い切り，このようなGideの美学的要
請もまた，ある偽装にすぎないと言うのである。
　「ある魂が内に蔵していた混乱を喚びさまし，半ば加担することによってこ
れを自覚せしめ∫相手が彼に向かって迫ると逃げてしまう，ここにアンドレ・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（37）ジ’イドの教え，彼が影響と呼ぶもののすべてがある。」
　　「こうした人間を定義するには一一つの言葉しかない。とっておきの言葉で，
用いられるのはまれだが一というのも，悪の内部的自覚や堕落への意志はそ
う一般的なものではないから一それは，悪魔的（d6moniaque）という言葉で
　（38）
ある。」
　Massisの非難はGide文学そのものというよりはその〈影響〉に向けられ
ているものであることでも察せられるとおり，大戦後の，祖国や宗教といった
拠り所を見失った不安な世代にとって，際限のない自我の追求が自己目的化す
る危険をはらみ，結果として自我そのものの解体・崩壊を招くことを警告した
ものである。そのかぎりではGideの文学の持つある側面を衝いているものと
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いうこともできる。ただ，Massisはそれに当たって，カトリック的倫理の尺
度をまっこうからふりかざして，文学・芸術のく自立性〉を全面的に否定する
態度をとっている。そこに問題があった。
　Mauriacの反論がこれに対する「最初の」ものであったのは事実のようだ
が，Gideの言う「唯一の」という表現は，その時点におけるもので，ほどな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（39）くGideの友人たちは，ぞくぞくと弁護の筆をとった。しかしMauriacの論
駁には，カトリック陣営内でのものであるところに特異性があったということ
ができる。すなわち，Massisのふりかざすカトリック倫理の尺度を認めない，
少なくとも絶対と認めない者には，弁護そのものも容易であるが，Massisを
ほんとうに論破するのは難しいともいえる。Massisの信じる〈人間の究極的
善〉の前でたいていのものは弾きとばされてしまうからである。ただ同じカト
リシスムの名においてMassisの論理の欠陥を衝くことができるなら，その弁
護論の有効さは他のものにまさるであろう。Mauriacのアポロジーは有効に展
開されただろうか。Gideの書簡に表わされている深い感謝の念は，答が〈然
り〉であることを物語っている。
　「カトリシスムの古い時代のある習慣が残っていたなら，マシスよ，それは
あなたをして，一個のキリスト教徒に対し一たとえそれがジイドであれ一
＜d6moniaque＞という形容詞を用いることから防いでくれはしなかったろう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40）か？　ジイドはおそらくあなたが好んで言いたがるほどに神の敵ではない。」
　という文で始まるこの弁論は，のちの政治論客Mauriacをすでに思わせる
雄弁に満ちている。そればかりではない。この短いGide論には，　Mauriac自
身の文学に対する擁護一というより自己主張がすでに現れている。Gideを語
ることと，己れの創造的立場を明確にすることとが矛盾なく手を結んで，迷い
のない，ある確信に満ちた調子を弁論に与えているのである。そのことからし
て，「癩者への接吻」の成功に先だち，Mauriacが自己の文学の方向性をはっ
きりと櫻んでいたことを，この小論からうかがい知ることも不可能ではない。
　先にあげた冒頭の文からもわかるように，MauriacがMassisに向かってさ
し示したキリスト教倫理の要諦は，〈Charit6愛徳〉であった。　Gideを神の
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〈敵〉としてではなく，「回心への嗜好を，日々異なる真理に回心するほど強
　　　　●　　・　　9　　●　（41）
〈持った迷える羊」と捉えるととによって，偽善のかげりのないこのすぐれた
知性に，硬化した裁断の尺度をあてはめるMassisの無理解な態度を・キリス
ト教的でない，といましめたのである。
　Massisが否定するく文学の無償性〉については，文学が無償であるか否か
といった大前提の論争にはあえて踏みこまずに，問題をGideの芸術性に限定
した上でその立場に組している。
　「ある場合のジイドは，奉仕しようと前もって考えないだけ，かえって役に
立っているのだ。誰よりもみごとなフランス語を書くことによってジイドはフ
ランスに奉仕している。。なんらかの道徳的目的に隷属せしめられたら，彼の
言語はおそらく純粋さを減じるであろう。この精緻な芸術は利害を超越してい
ることによって価値がある。いずれにせよ，利用されたならば別なものに変っ
てしまうだろう。これを模範として顕彰しようと言っているのではない。各人
には各様の使命がある。文学の世界に大ぜいのジイドは必要なかろうというこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（42）とではあなたに賛成だが…まずもってそんなことにはなるまいと思う…」
　おとなしいが説得性のある論旨の展開である。しかし，この〈弁護人陳述〉
においてもっとも重要な，そしてもっとも雄弁な個所は，次の数行であるよう
に思われる。
　「あなたが〈美学と道徳の対立〉と名づけたものこそ，ジイドの作品にその
入間的価値を付与しているのだ。カトリックの創作者たち（創作者だ，批評家
とは言わない）はここに，彼ら自身を引き裂く大きな葛藤をみとめるものであ
る。たとえ回心してこの葛藤を終焉せしめることができたとしても，恵まれな
かったわれわれの師や友を侮辱すべきであろうか。カトリシスムの枠の外で
は，ジイドの態度に，理性に衝撃を与えるようなところは何一っないのだ。彼
の内面の無統序はおそらく彼の芸術の素材となっ．たにちがいない。ただしそこ
にこそ，神なき人間がなし得るその悲惨のもっとも高貴な用い方があるのであ
（43）
る。」
　ここに表わされているのは，〈美学と道徳の対立〉をキリスト教的，なかん
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つくカトリック的な命題とうけとめるMauriacの積極的な態度である。　Gide
にこの対立があるというなら，文学創造にたずさわるすべてのカトリック者は
例外なくこの対立をかかえているのであり，むしろこの命題の克服に費やされ
る努力がカトリック創作者の創造力の源であるとの確信である。この対立を
Gideの中に見出すことにより，　MauriacはMassisとは逆な形でGideを見
る一っのキリスト教的視点を提供してみせる。文章の結びの部分が，それをも
っともよく表わしている一「神なき人間がなし得る，その悲惨のもっとも高
貴な用い方」。
　Mauriacはく内面の無秩序〉を即背徳とはみなさない。自我が単一のモラル
に統御されることに抵抗し，毎瞬間複数の可能性をもって自己投企を行なうも
のであるという人問認識は，その限りにおいてとりわけ反キリスト教的とはい
えない。自由意志を前提としなけれはく恩寵〉の概念も成り立たないのであ
る。自我の内部に矛盾，混乱があるなら，それを人間的現実として直視しよ
う。問題はそれに対する照明のあてかたである。〈神なき人聞の悲惨〉を歪め
ることなく，どのようにしてその深い人間的真実にふれるキリスト者としての
視点を設定するか，創作者に課せられる問題はそこにある。そのような視点の
設定者としてGideを見る場合，彼が与えるものははたして悪影響のみであろ
うか，と問うのである。
　「われわれ自身についての蒙をひらいてくれる者はすべて，われわれの内部
に恩寵への道を準備する。ジイドの使命はわれらの深淵にたいまつを投げ，わ
れらの良心糾明に協力することである。その先まで彼に従うのはよそう。彼自
身，あとを追うなと強く願い，『主」に非ざるすべての師に用心するよう求め
　　　（44）ているのだ。」
　あらゆる悪の可能性を秘めた自我の深淵にくだり，そこにすべてを照らしだ
すたいまつを投げこむこと，恩寵への道がそこにこそ準備されるはずの人間の
根源的悲惨にふれること，モラルと美学の対立葛藤によって引起される創作者
の苦痛を避けず，あえて積極的に引受けること，これらすべてが，＜Le　1～oman
（小説論1928）〉＜Le　Romancier　et　ses　Personages（小説家とその作中人物
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1933＞〉等に結実するMauriac自身の方法論的自覚そのものに他ならないこと
　　　　　　　　　（に気づかないわけには行かない。『合掌』以来10年の歳月のなかで模索しつ
づけた彼自身の文学の成立する領域を，いま30代も後半にさしかかったこの
作家はようやく見出しつつあるかににみえ・る。どこに？　己れの自我の深淵の
なかにである。ここに彼を導いたものはむろんGide　一人ではない。この論稿の
目的はそれを探ることにあるわけではないが，少なくともPascal，　Dostoevski．
そしてProustの名はあげなくてはならないであろう。しかし，〈文学はその固
有の領域においても・自．由ではあり得ない〉とするMassisの批判は，いま
Mauriacがえらびとろうとしている立場に，さらに厳しく向けられる性質のも
のであることを，彼自身知らないはずはないのである。Gide擁護に，　Mauriac
は自身のカトリッ1，者としての自我を賭けに出している。このことをもって，
Mauriac文学の成立にAndre’・Gideが果した役割の大ぎさを推し測つてもよい
ように思われる。
　Gideの返礼は，こう続いていた
　　　　　　　　　（　さらにこの一文がま・さにあなたによって書かれたのはなんと嬉しいことで
しょう。ずっと以前からまさりゆく好意を覚えていたあなたによって一そ
しておそらくもう少しよく知り合っていれば，その好意はある真の友情とな
っていたでしょう。そうすれば，あなたはたちどころに理解なさったはずで
す，あなたの《回答》の中で完全に正確とは言えない唯一の指摘が……しか
しそれ’を今日あなたに示してどうなりましょう。その上あなたの最後の数行
がそんなものは修正しています。私がもっともよく理解さ，れたと感じるのは
この数行であることをお信じ下さい。
　パリに帰って以来，お目にかかりたかったのです。いまはさらにどれほど
か！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（45）　そのうちお逢いでききますね？　あなたのアンドレ・ジイド
最後の数行とは以下の通りである一一
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　「ヴァレリーに向かって，ふしぎな情熱をかけてキリストを弁護するジイ
ドの諜をきいたことを思いだす．神の審きを待と（
　前述のMUIfeld夫人のサnンで，　Mauriacに強い印象を残したある日の
のGideの姿であり，日記にも記録されている一
　「昨夜ミュルフェルト夫人宅で…ジイドがキリストと福音書の熱烈な擁護者
　　　　　　　　　　　　　　（47）としての態度を示したふしぎな会話」
　Mauriacは度々この時の記憶を語り，終生このキリストの弁護者としての
GideのイメージはMauriacを離れなかった。ある意味でGideをキリスト教
の中にとりこんでしまったこの《マシスへの回答〉は，まさにこのイメージに
よって生まれたと言っても言いすぎではない。この時以来，Mauriacは，迷え
る羊としてのGideがいつか恩寵の光に浴するという希望をひそかに抱きつづ
けるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（48）　　　　　　　　　　VI．　MauriacからGideへ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1922年1月4日
　…VOUS　fa　tes　toer1’ours　POur　moi　ce　feu　du　ciel　entre　le　Royaume　de　I）ieu　et　les
％our7it㍑res　tθ2・restres．
　Gideの手紙は年があけてからMauriacの目にふれた。郷里の家族のもとで
新年を迎えたのち，1月4日，Parisに着いてこれを読むとただちに返信が送
られる。1920年6月の第四書簡のMauriacはGideを《Cher　monsieur　Gide＞
と呼んでいる。第五書簡のGideがはじめてくMon　cher　Mauriac》と呼びか
け・それに答えるこの書簡は＜Mon　cher　Maitre　et　ami（親愛なる師にして友
よ）〉という言葉で書きだされる。
あのささやかな論稿の貧しさは，お示しくださったご好意をいっそう身に
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しみて感じさせます。不意うちをくらい，出された機会をのがさぬため，長
らくあたためてきた研究のかわりにいくつかの覚え書を渡さざるを得ません
でした。最悪なことに校正刷を回すのを怠けられてしまっで・…・しかし肝心
なのはあなたを傷つけなかったということです。選択すべきであると知りな
がら選択をしないこの私があなたをどう審けましょう。モーリス・ド・ゲラ
ンは彼の思想を二っの世界の地平線にふるえる天の炎にたとえました。あな
たはいつも私にとって，神の国と地の糧との間に燃えるこの炎でした。この
炎はしばしば私の深淵を照らして見せたものです。決して私を道に迷わせた
ことがありません。神聖な事柄についてときおり私に嫌悪をもよおさせるの
は，道徳家，社会学者，偽の天使の翼と恥ずべき性をもって欺す者と欺され
る者です。しかし敬愛する師よ，私は聖者となることを選ばねばならぬと思
　　　　　　　　　　　■　　　の　の　ゆいつうのです。あなたは信仰の外で唯一論理的と思われる態度に対して一切の自
己満足を禁じる誠実さを，われわれに教えられました。マシスの愚かしさ
は，非信仰者にカトリックの掟を適用しようと主張したこと，彼の虚偽はこ
の非信仰者があたかも信仰する者のように書かぬからといっで憤慨するふり
をしたことです！　パレス，モーラスの〈宗教政治〉に私はショックをうけ
ません一まったくのところ一しかし，プラグマティスムの能力に欠けた
入間の方が好きなのはどうしようもありませんが。想像を絶する三位一体を
社会的，道徳的目的のためにく利用すること〉が，分割され引き裂かれた心の
ドラマにくらべてずっとショックを与えるのです一おそらくそのドラマは
私のものでもあるからです。選ばねばならぬと知ることがすべてではありま
せんから！　こうしたことすべてについてもお話を交わせたらと存じます。」
　かつてMauriacはGideを「告白させるより告白する方を好む不安な司祭」
と評した。これはそのままこの第六書簡の筆者にあてはまるであろう。Mauriac
はここに己れのすべてを告白している。
　「選択すべきであると知りながら選択をしないこの私がどうしてあなたを審
けましょう。」かつて選択することの拒否がGideから若い支持層を去らしめ
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ていると，肩を張ってアンケートに答えた聖歌隊の少年は，いま〈神の国と地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　．　　　　の糧〉との間に引き裂かれた自我をかくそうとしない。選ばねば．ならぬとわか
ったところ’から，’一切が始まるのである。’そして人間の実相を照らすたいまつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　．　　　　をかかげるためには，彼自身信仰の内．側で，一切の自己満足を己れに禁じよう
と深く・決意している・。彼がめざす〈聖者un　saint＞となるために，　Gideの
〈誠実さsinc6rit6＞を拠り所としているのである。
　　同じ日付の日記にlGideからの通信と並べて・《Le　Baiser　aux　LtiPreux＞の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（49）
校正を終えたことがしるされている。Gras§et．社から発売されて，この本がた
ちまち18，000部の発行部数を重ねるのは5もう．まもなくのことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（この項次回に続く）．．
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β〃τ2・・妙・・1伽乃・mm・　d・　t・・nt・　an・・？・・i・・F・y・・d・　1952r
　Henri　Massis：D’Andr6　Gide　d　Marcel　Proust．　Lardanchet，1948．
　　　Mauriacの作品年譜，生涯に関しては上記の作品のほか，主として以下の三冊を
　参考とした。
　　　1・i　volume　des（Euvres　de　F，　Maurlac（Biblioth色que　de　la　P16iade）：Chronologie
　6tablie　par　Jacques　Petit．
　　　Jean　de　Fabrさgues：　Maecriac　plon，1971．
、　　Jean　Lacouture：　FranCois　Mauriac　Seuil，1980．
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））?（（
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註
Vous　demeurez　pour　moi，　au　sens　le’垂撃浮刀@noble du　mot，1’adversaire，
celui　qui　aurait　pu　me　vaincre，　qui　pourrait　me　vaincre．（Mauriac　a
Gide　5，　fevrier　1929．　Cahiers　d’Andr6　Gide　2，　p．80）
C吻・・4’A・d・9　Gidq　2・PP・15－16・　　　　　、
Ilneme　su銀tpas’de　lire　que　les　sables　des　pl血ges　sont　doux；le
ve血x　que　mes　pieds　nqs’Ie　sentent・．（L6s〈rourritures　terrestres）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－60＿
（4）
（5）
La　vie　de　Ia　plupartdes　hommesest　un　chemin　mort　et　ne　mさne　a
rien．　Mais　d’autres　savent，　d合s　Penfance，　qu’ils　vont　vers　une　mer
inconnue．　D6ji　Pamertume　du　vent　les　6tonne，　d6ja　le　gout　du　sel　est
sur　leurs　Iさvres　　　jusqu　，a　ce　que，　1a　derni6re　dune　franchie，　cette
passion　in丘nie　Ies　souMette　de　sable　et　d’6cume．（Les　Chemins　de　la
Mer）．　　　　　　　　　　　　　　　．
Mais　en且n　la　sinc6rit6　envers　soi・meme　est　la・vertu　de　notre　96n6ration．
（D勧θ彦Mammon）
（．6） 1．－GIDE　A　MAURIAC
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　Florence，15　avril　1912．
　　　　　　　Monsieur，
　L’on　me　renvoie　ici，　aujourd’hui，　un　num6ro　de　la　Revue　hebdo〃；adaire，
o血je　lis　avec　un　vif　int6ret　votre　article．　Je　vous　sais　le　plus　gra且d
gr6　de　plus　d’une　phrase　（et　je　ne　parle　pas　seulement　de　celles　ott
vous　me　louez！）mais，　si　je　vous　6cris，　c’est　pour　protester　de　toutes
mes　forces　colltre　ce　mot　de　sacr〃2ge　que　vous．employez　a　propos　de
mon　En，fant　prodigue，　et　contre　cette　accusation　d，avoir　d6pouill6　de　son
sens　diVin　la　parabole　de　l’重：vangile．　C’est　avec　pi6t6　et　respect　que
j’ai　6crit　ces　pages（se　peut・il　vraiment　que　vous　les　ayez　lues，　ou　que，
les　ayant　Iues，　vous　n，ayez　pas　senti　Ia　gravit6　de　P6motion　qui　me　les
adict6es？）
　　Croyez　a　ma　trさs　cordiale　attention　et　a　mes　sentiments　Ies　meilleurs．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Andr6　Gide．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Cahiers　d’Andr6　Gide　2，　p．61）
（7）
））??〈（
＜Le　Retoecr　de　l’enfant　Prodigue（蕩児の帰宅，1907，　Vers　et・Proses，6ditions
delaN．R．F．，1912）〉．
刊行は1913年，Grasset社。
Francois　1吻纏σら＜EnqueAte　sur　la卿π6∬θ31aコ’eunesse　littgraire＞，　La
Revue　hebdomadaire，　avril　1912，　pp．59－72．
　Mais　a　c6t6　de　ces　catholiques，　je　vois　d，autres　jeunes　gens　inquiets
aussi　de　renouveler　le　Iyrisme　et　de　trouver　une　discipline；pourtant
ils　ne　souhaitent　pas　que　cette　discipline　s’applique　aux　sentiments　non
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．＿61＿
（10）
（11）
（12）
plus　qu’aux　id6es，　ils　condamnent　les　ouvrages　o画apparait　Pambition
de　prouver　quelque　chose；　1，art，　pensent・ils，　ne　＄aurait　se　proposer
d’autre　fin　que　lui・meme．　Les　voici　donc　bien　610ign6s　d’une　religion
qui，　prenant　Phomme　tout　entier，　dans　chaque　instant　de　sa　vie，　exige
qu’il　lui　soumette　a　Ia　fois　son　inteUigence，　sa　volont6　et　son　c（£ur．
Ges　jeunes　gens　se　groupent　autour　de　Laハlbuve〃e　1～evue　francaise，　et
bien　que　le　noln　de　M　Andr6　Gide　n’y　figure　pas　o缶ciellement　et　que
la　plus　grande　ind6pendance　soit　donn6e　a　ses　collaborateurs，　chacun
d’eux　a　Ie　souci　de　contenter　un　maitre　qui，　comme　on　sait，　n’aime
pas　les　ceuvres　d’accbs　faci】e，　ni　ce1】es　oti　Pon　entre　de　plajn－pjed．　11
faut　正eur　rendre　ce　t6moignage　qu’ils　atteignent　quelquefois　b　le
satisfaire。　Cependant，　comme　I’6crit　le　plus　subtil　de　ses　commentateurs，
＜Gide　peu合peu　s’arrache　au　symbolisme，　un　des　premiers　il　nous
indique　Ia　voie，　il　retrouve　la　vie　que　trop　de　complaisance　en　nous－
memes　nous　avait　fait　oub豆ier，　il　est　un　de　nos　guides　vers　une
nouvelle　6poque　de　la　litt6rature》．　Prenons　garde　que　cet　6crivail1，
dont　je　n’6vite　pas　d，ailleurs　Ia　s6duction，　r白ussit　bien　mal　a　se　d61ivrer
de　lui－meme．　Son　style　qui　chaque　jour　se　silnplifie，　d6couvre　une
ame　singuli6rement　apte　a　ne　pas　choisir，　a　servir　non　pas　seulement
deux　maitres，　mais　d’innombrables　maitres．　En　vain　d6daigne－t－il　de
・・mpt・・p・・mi＜1・・arri・6・＞q・i・・avarice・t　plus　et．q・・les　g6・6・ati・n・
nouvelles　d6passent．　Andr6　Gide，　parce　qu’il　est　un　homme　qui　ne
prend　pas　parti，　s’610igne　de　nous．　Aprもs　L’1mmoraiiste，　oO　la　volupt6
de　vivre　en　dehors　de　toute　loi　est　exprim6e　avec　tant　de　persuaslon
qu’une　jeune　ame　vivante　et　sensible　met　du　temps　a　s’en　d61ivrer，
nous　eOmes　ce　petit　livre　complexe　et　trouble：La　Porte　ti〃oite，　que
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
nous　voudrions　nous　d6fendre　d’aimer，　et　o血la　volupt6　du　renoncement
s，impose　a　nous　comme　la　plus　aigu6．　Ce　magnifique　artiste　ne　s・est
refus6　a　nous　d6crire　aucune　source　de　joie．　Mais　les　times　se
multiplient　parmi　nous　que　ne　soutiennent　plus　les　《nourritures
　　　　　　　　　　　　　　　terrestres》，　et　s1且ous　ouvrons　Ies　Iivres　inspir6s，　ce　n，est　plus　pour
nous　pr6ter，　dans　une　supreme　recherche，　au　jeu　sacril6ge　que　nous
propose　Gide，　lorsque，　recomposant　la　parabole　de　Penfant　prodigue，
il　la　d6pouille　de　son　sens　divin．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Cahiers　d，Andr6　Gide　2，　pp．119－120）
Fabrさgues，』lfauriac，　p，75．
ibid．，　P．76．
La　Rencontre　avec　Barr2s，1e　tome　IV．des（Euvres　completes，　pp，183一
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（14）
（15）
（16）
184．．
C，6tait　1’6poque　o血paraissaient　Ies　premiers　fascicules　de　la　ムrouve〃e
Reveee　Francaise，　Je　la　lisais　chaque　mo三s　jusqu’aux　annonces。
Litt6rairement，　c’6tait　mon　6vangile．　Les　jeunes　6crivains　d’aujourd’hui
auront　peine　a　imaginer，〔en　cette　ann6e．．．〕，le　prestige　de　ce　petit
groupe　pur　autour　d’une　revue　en　apParence　modeste　et　comme　nous
passionnait　son　scrupule　devant　1’（euvre　d’art；　cette　r6vision　des
valeurs　qui　s，accomplissai亡1a，　cette　r量g◎ureuse　mise　en　place　de　chacun
me　paraiSsaient　sans　appel．＿ll　me　fallut　donc　douze　ans＿pour
rejoindre　enfin　le　groupe　litt6raire　avec　lequel　le　me　sentais　Ie　mieux
accord6．（La　Rencontre　avec　Barr彦s，（Euv．　compりIV，　pp．201－202）
La　po6sie　de　M．　Frangois　Mauriac　est　fi6vreuse，　mais　sage．　Elle　ne
＜sue　pas　d’ob6issance》comme　celle　du　premier　R量mbaud，　il　selnble　au
contraire　qUe　I，ob6issance　lui　soit　une　vertu　naturelle　et　qu，elle　ait　Ie
goat　inn6　de　la　regle．　C，est　Ia　po6sie　d，un　enfant　riche　et　fort
intelligent　qui　ne　se　salit　jamais　en　jouant，　qui　a　la　croix　chaque
samedi　et　qui　va　a　la　messe　tous　les　dimanches＿　Les　jeunes　gens
d’aujourd’hui　ne　Iisent　pas　seulement　les　bons　auteurs　que　cite　M
Frangois　Mauriac＿　Leur　adolescense　s’est　pass6e　dans　une　inqui6tude
douleureuse　et　souvent　mis6rable，　parce　que　tous　ne　sont　pas　des
jeunes　gens　riches　et　croyants：＜L’artiste，　dit　M．　Mauriac，　au　long　de
son　adolescence　doit　amasser　dans　l’ombre　un　tr6sor　de　souvenirs
ineffabIes．＞Que　r6pondra　M．　Frangois　Mauriac　aux　jeunes　gens　qui
diront：＜Nos　souvenirs　ne　sont　pas　ineffables》？（La　Rencontre　avec
Barrbs，（Euv．，　compl．，　IV，　p．202）
Je　trouve　tr6s　bien　ta　note　sur　Mauriac，　lequel　nous　embete　avec　son
ordre　et　sa　discipline．（La　Rencontre　avec　Barr2s，（Euv．，　compl．，　pp．202一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し
203）
Je　payais　cher　ce　d6guisement　que　j’imposais　a　ma　veritable　nature
par　nonchalance，　inconscient　calcu1，　entrainement　aux　plaisirs　faciles
et　surtout　manque　de　rigueur　intellectuelle．（La　1～encontre　avec　Barr2s，
（Euv．，　comp1．，　p．203）
（17） IL－MA．URIAC　A　GIDE
〔Mai　1912〕
Si　vous　m’6crivez　avec　une　charmante　indulgence，　monsieur　c’est
que　sans　doute　vous　avez　senti　dans　mon　article　qu’a　votre　propos
一63＿
ma　bouche　d6mentait　mon　cceur　a　tout　moment，
　　Certes’j，ai　lu　et　relu　vo〃e　enj『tZn’t　prodigue．comme　tousl　vos　ouvrages
depuis　les　cahiers　d’Andr6　Walter．　Mais　le　ne　peux　croire．qu’il　sQ玉t
selon　le　cceur　de　Dieuゴce　prodigue　fatigu6　qui　conduit・1ui・meme　son
jeune　frさre　jusques　aux　marches　du　perron　et　le　pousse・vers　toutes
Ies　volupt6s　d6fendues．．．
幽．ie　n’ai　pas　besoin　Monsieur　de　vous　assurer　d’une　admiration　que
vous　connaissez・J’ajoute　que　si　souvent　vous　m’avez　troubl6，　je　n・ai
regu　de　vous　que　du　bien，　si　c’est　un　bien　d’a三rner　la　vie　plus　que　je
ne　1，aimais　avant　de’vous　connaltre．
　Croyez　je　vous　prie　a　ma　respectueuse　gratitude．
　　　　　　．Frangois　Mauriac，
　　　　　45，ruさVaneau　VII。
（Cahie〆s　d’Andrti　Gide　2，．　p．62）
（18） III．－MAURIAC　A　GIDE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paris，　Ie　10　juille亡〔19〕17－89　r．　de　Ia　Pbmpe．
　　DさsInon　adolescence，　Monsieur，　vous　f血tes　pour　Inoi　le　lnaitre　secret
de　qui　j’essayais　de　ne　point　trop　subir　le　prestige　parce　qu’une　autre
disc三pli・・m・t・n・it・J’・i　6t6　cel・i　a　q・i・』・・di・iez・《N・th。n。el，　a
pr6sent　jette　mon　livre…quitte・moi・・．》．Aihsi．en　diff6rant　de　vous，　je
savais　accompHr　votre　voeu．　In丘dさ1e　a　votre　livre，　je　me＄Ontais　fidさle
avQtre　Esprit，　Tout　de　meme　quel　regret　sQuvent　de　me　dire　que　le
maitre　qui　m’avait　donn61a　plus　forte　ivresse　6tait　celui　que　je　ne
・・nn・issai・p・・！C・・d・ux　bea・x　v・1・mes　s・nt・la・・mm・un　t6m・ign・g・
de　1’heureuse　for亡une　que　j’eus　de　vous　rencontrer　en丘n．　Je　vous
prie，　Monsieur・de　ne　pa＄douter　du　prix　que　j’y　attache　ni　de　ma
respectueuse　gratitude．
（Cahiers　d’Andr6　Gide　2　P．62－P，63）
（19）
〈20）
（21）
この二冊の本とは何をさすか不明。　　J．Morton：Notes（Cahiers　d・Andr4
Gide　2，　p．216）
＜ノburnal　d’un　homme　de　trente　ans＞Egloff，1948，1914年から1923年9月ま
での日記の抜粋。
La　Gazette　des　lettres，18　0ctobre　1947．
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（22）・．J’ai・bu　adblegeent乙e∫．　nourr’itκres　terrestres　et　cette　lect亘re　a　beaucoup
　　　　　compt6　pour二moi．　　Il　existe　plus　d’un　　rapPort　entre　l’6ducation
　　　　　．protestante『puritaine・que．Gide．a　r6gue．et　mon　6troite　formation
　　　　　provinciale．’Les　nozarriture’l　ont　donc．ref6nti　dans　II｛a章ie　comme　un
　　　　　apPel　ven亡　du・dehors．．．　Parce　que　Les　nourritdees　te〆reStreg　on亡　tenu
　　　　　une　telle　place・dans　ma　vie　de　jeune　h6mm6，　le　su1s嘲’bien　incapable
　　　　　de　jUger　ce　livfe　aujourd’hui，　de　Ie　peser，　de　lui　assigher’un　rang．
　　　　　11vhut，　en　tout．Cas，；comme　tdute　l，（煎》：re　gidienne：i正iun6　valeur　de
　　　　　ferment．　Ef　P廿…合il　nous　apPre．nd－i1：hod忌apPrenait；：・』a’nous　qui　le
　　　　　lisions　en‘‘rh6torique，，－quelle　chose　c’est　que　de　vivre！　Ce　Gide－la，
　　　　　et　Jammes　sur　un　autre　plan－m，ont　certainement　ouvert　les　narines
　　　　　eむ1es　yeuX，　ou　du　moins　ont　collabor6　a　cette量nl亡lation＿　Mais　peu亡一
　　　　　etre　n’avais－je　bosoin　de　personne～　（Cahier　d’Andrg　Gide　2，　P．216）
（23） IV．－MAURIAC　A　GIDE
V6marsてSeihe＆’Oise）
30juillet　1920
Cher　Monsieur　Gide，
　　Vous　savez　de　quel・coeur　l’ai　accueilli　le　pr6cieux．petit　Iivre　que
vous　avez．bien　voulu　m，Qffrir．　Comme　tout　ce’qui　me　vient　de　vous，
il　me　donne　une　joie　mel6e　d’inqui6tude．　J’ai・vu．hier．qu’un　critique
important　parle　de　votre．ironie　et　prononce　a　vQtre　propos　Ie　nom
d’Anatole　France．’ll　me　semble　que　c’est　Ia　pbs　grande　sottise　qu’on
puisse　6crjre　de　vous．　Non，　votre　pasteur　ne　prete　pas合rire．　Il　me
fait　penser　a　cette　forme　；eligieuse．de．Phypocris｛e　qui　rendait　haissable
aStendha1，　tout　le　XVII・si¢cle（et　Racine　m色me）乙Mais　n’y　a－t－il　pas
dans　ses・ruses　pour・se　tromper　lui・m6me，　et・dans　cet　abus　qu’il　fait
des　interpr6tations　personnelles　de　l’危criture　un　vice　particulier　de　la
R6formeP　II　vous　a　plu　de　ne　point　insister　sur．Iaconvers1onde
・Jacques．　Vous　osez　clQre．le　r6cit　h　l’instant　o血nous　nous　fiattions　de
recevoir　de　vous，　votre　secret．　Ce　je　ne　sais　quoi　d’achev6，　de　parfait
et　cependant・d’incertain　nQus　1’avQns　aim6，　mQn　cheピmaitre　dans
chacune　de　vos　oeuvres　et　cette　joie　degue　a　plus　de　pri文　pour　nous
que　les　a伍rmatiQns　des　autres．．．　D’ailleurs，　avec．mon．6ducation
catholique，　je　tire　tout　de　meme　une　morale　de　votre　sympho艮ie．　Il
faut　se　garder（ie　ifvrer　a　nos　passfons　Pusage　des　paroles　du　Christ：
一一一一 U5・・一
votre　pasteur　me　rapPelle　ces　amoureuses　qui　se　rassurent　avec　ce　qu6
notre　Seigneur　dit　de　Marie・Madeleine．　En’suite　Ilos　bons　61ans，　nos
mouvements　de　charit6　sont　aussi　mis　a　profit　par　la　chair　et　le　sang．
　　　Nul　de　nous，　s’il　veut　etre　parfait，　ne　saurait　donc　se　passer　de
M．Singlin．　Me　pardonnerez・vous，　cher　Monsieur　Gide，　d’oser，　a　propos
d’un　r6cit　d61icieux，　soulever　des　questions　de　casuiste，　et　de　ne　pas
m’abandonner　b　l’enchantement　de　cette　d6couverte　du　monde　et　de
soi－meme　que　fait　votre　enfant　aveugle　？　Veuillez　ici，　je　vous　prie，
trouver　l’expression　de　ma　gratitude　et　de　ma　respectueuse　sympathie．
Fran．　Mauriac．
（Cahiers　d’Andr4　Cide　2，　p。63－p．64）
（24）
（25）
（26）
（27）
（28）
＜La　Symphonie　pastorale，6ditions　de　la　N．　R．　F．．1919＞
Le　Te〃ψ3紙の文芸批評欄。筆者はPaul　Souday．＜Dans　le　faire　meme　de
ce　beau　r6cit，　des　graces　piquantes　et　des　ironies　leg6res　rapPe11ent　un
peu　par　instant　la　maniere　de　M．　Anatole　France＞（Le　Temps，29　juillet
1920）
Singlin．　Port－Royal女子修道院の告悔聴聞師。
Le　4　f6vrier　1918　　hier　chez　Mm・Mtthlfeld，　long　apart6　avec　Andr6
Gide，　pretre　inquiet　qui　aime　mieux　se　confesser　que　confesser．　Il　m’a
dit　qu’il　n’a　jamais　pu　exprimer　que　le‘‘dialogue，”sa　propre　dualit6．
Il　n’a　6crit　jusqu’b　pr6sent　que　des　Iivres　ironiques：meme　La　Porte
gtroite　est　b　ses　yeux　une　Geuvre　inonique．　Les　Caves　du　Vatican　ont
clos　cette　s6rie．　Nous　n’aurons　plus　de　lui　que　des　ouvrages　d’aMrma－
tion　（10urnal　d’un　homme　de　trente　ans，　P。76）．
註（23）の書簡原文には，追伸として，福音書中の色彩に関する記述の指摘が
付されている。＜Symphonie＞中，牧師が盲目のGertrudeに色彩を教える困
難さに関連して，福音書には色彩の記述がないということを言っているためで
ある。〈自由解釈〉の問題とは少し異なる。
Comment　votre　pasteur　qui　connait　si　bien　1’Evangile，6crit・il　qu’il　n’y
est　nulle　part　question　de　couleur：＜Le　Soir，　vous　dites：il　fera　beau，
car　le　ciel　est　rouge・Et　le　matin：il　y　aura　aujourd’hui　de　Porage　car
le　ciel　est　d’un　rouge　sombre…》（Matth・16－2　et　3．）＜．．．　ils　jeterent　sur
lui　un　manteau　d’4carlate＞（Matth．27．）
Je　crois　que　l，on　trouverait　d’autres　textes．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Cahiers　d’Andr4　Gide　2，　p．64）
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（29） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドV．－GIDE　A　MAURIAC
29d6cembre〔19〕21．
Mon　cher　Mauriac，
　　Je　ne　puis　vous　dire，　et　vous　ne　pourrez　savoir，　combien　votre　article
me　touche．　Depuis　deux　mois　je　ne　regois　que　coups（a　la　seule
exception　d’un　petit　article　dans　le＿　Radicalノ）．　La　plupart　des　attaques
sont　d’une　sottise　rassurante；il　ne　me　semble　pas　qu’on　m’attaque
vraiment；c’est　une　caricature　de　moi　que　Pon　brime；mais　cette　fausse
image　s’accr6dite，　usurpe　ma　place　et　devient　moll　frさre　ennemi．　Vous
etes　le　premier，　Ie　seul，　qui　osiez　prendre　un　peu　ma　d6fense（je　dis：
oser，　car　il　y　faut　du　courage，　vraiment）et　je　vous　remercie　de
comprendre　et　de　dire　que　mon　grand　crime　est　d’avoir　toujours　voulu
etre　nature1，　sinc合re　et　de　bonne　foi，　Quel　repos！quel　r6pit，　de　lire
enfin　une　appr6ciation　qui　ne　soit　point　dict6e　par　la　haine．　Et　que　je
suis　heureux　que　cet　article　soit　6cfit　pr6cis6ment　par　voUs，　pour　qui
depuis　longtemps　je　sens　mon　affection　grandissante　　et　qui　peut・
6tre　deviendra量t　une　amiti6　v6ritable　si　nous　nous　connaissions　un　Peu
mieux．　Alors　vous　comprendriez　vite　que　Ia　seule　indication　de　votre
＜r6ponse＞qui　ne　soit　pas　tout　a　fait　exacte，．．　Mais　que　sert　de　vous
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
la　d6signer　aujourd’hui～Au　surplus　vos　dernieres　Iignes　la　corrigent；
persuadez・vous　que　ce　sont　celles　ott　je　me　sens　le　mieux　compris．
　　Depuis　mon　retour　a　Paris，　je　souhaitais　de　vous　revoir～　Combien
plus　encore，　a　pr6Sent！
　　Abient6t，　n’est・ce　pas～Et　bien　v6tre．
Andr6　Gide．
（Cahiers　d’Andr6　Gide　2，　p．64－p．65）
（30）
（31）
（32）
（33）
＜L’lnL17uence　de　M・Andre　Gide＞Revue　universe11e，1921年11月15日発行。
のちに評論集＜Jugements＞（plon，1924）に収められた。
＜Apropos　d’Andr6　Gide，　Reponse　d　M．　Massis＞（L’Unversit6　de　Paris　No．
237）のち（1949），評論集＜Mes　grands　hommes＞（Monaco，6d　du　Rocher）
に収められる。
Louis－Raymond　Lefさvreという署名の短評，．1921年12月5日のくLe　Radical＞
に載ったもの。　　J．Morton：Notes（Cahiers　d’Andrti　Gide　2，　p．218．）
一→（29）の1．
＿67一
（34）
（35）
（36）
（37）
（38）
（39）
（40）
（41）
（42）
L’Eclair，1914年6月22日発行。　　　・－
Qu’est－ce　donc　que　Ia　sincgrite　pour　Gide？　Etre　sincさre，　c’est　avoir
toutes　I’es　tt　pens6es，　c，est　leur　accorder　Ie　droit　d，etre　pour　cela　seul
qu’on　les　trouve　en　soi…　Et　pour葬e　vouloir．n6gliger　aucun　616ment
de　soi・meme，　c’est　a　ses　inspirations　Ies　plus　malsaines　que　Gide
soumet　son　esth6tique：　Tout　doit「etre．m’anifest6，　dit・il，　merne　les
plus　funestes　choses。　La　question　morale　pour　1’artiste　n’est　pas　que
Pid6e　qu’il　manifeste　soit　plus　ou　moins　morale　et　utile　au　plus　gran（圭
nombre：la　question　est　qぜil　la　Inanifeste　1∫ien．　D・Andr6　Gide　di
’A（Tarcel　Proust，　P，73．
．．．car　Part　n’a　aucan　droit　sur　le　bien丘nal　de　Ia　vie　humaine．　D’Andr6
Gide　d　Marcel　Proust，　P．80．
Eveiller　le　troub！e　qu，une　ame　portait　en　elle，1ui　en　fair6　prendre．
　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’consclence　en　se　pretant　a　delni，　puis　fuir　d6s　qu’elle　le　presse，　voila
tout　l’enseignement　d’Andr6　Gide，　ce　qu’il　appelle　son　infiuence．
D’Andr4　Gide　d　Marcel　Proust，　P．76．
Il　n’yaqu，unmot　pour　d6丘nir　un　tel　homme；mot　r6se｝v6　et　dont
Pusage　est　rare，　car　la　conscience　dans　Ie　mal，1a　volont6　de　perdition
ne　sont　pas　si　communes：c’est　celui　de　d6moniaque’D　D’Andrti．fide　d
Ma「cel　Proust，　pp．79－80．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
Marcel　Arland：＜Andr6　Gide＞，　Aventure，1921年12月10日，　Jean　Schlum－
berger：＜Andr6　Gide　et　ses　morceaux　choisis＞，　La　N．1～．　F：，1922年1月
1日，Andr6　Malraux：＜Aspects　d’Andr6　Gide＞，　Action，1922年3－4月
号，Jacques　Riviere：＜Lettre　ouverte　a　Henri　Massis　sur　les　bons　et
les　mauvais　sentiments＞，　La　IV・R・F．，1924年10月号．　J．　Morton：Notes
（Cahiers　d’Andr6　Gide　2，　p。218）
Une　pratique　plus　ancienne　du　catholicisme　ne　vous　aurait．elle
pr6serv6，　Massis，　d’appliquer　a　un　chr6tien　　fat・il　Gide　　l’6pith6te
de＜d6moniaque＞～　Gide　n’est　peut－etre　pas　si　ennemi　de　Dieu　qu，il
vous　plait　a　dire・（Cahiers　d’Andr6　Gide　2，　P．121）
…brebis　perdue・　qui　pousse　le　go（it　de　Ia　conversion　　jusqu’a　l　se
convertir　c耳aque　jour　a　une　v6rite　diff6rente．　（Cahiers　d’Andrg　Gide　2，
P・121）
Un　Gide　sert　d’autant　mieux　qu’il　ne　pr6medite　pas　de　servir；il　sert
la　France　en　6crivant　le　frangais　mieux　que　personlle　au　monde；
asservie　a　une丘n　morale，　sa　langue　serait　peut・etre　moins　pure；cet
，art　exqu｛s　vaut　par　son　d6sint6ressement；en　tout　cas，　utilis6，　il　serait
autre；il　ne　s’agit　pas　de　P6riger　en　exemple：’≠モ?≠モ浮吹@sa－mission，　et
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－．68一
（43）
（44）
（45）
（46）
（47）
je　vous　accorde　qu’il　ne　faudrait　pas　beaucoup　de　Gide　dans　les　lettres＿
mais　je　ne　crois　pas　a　ce　p6ril＿（Cahiers　d’Andrg　Gide　2，　PP．121－122）
Ce・que　vous　appelez＜1’antagonisme　de　l，esth6tique　et　de　la・morale＞
donne　b　l’ceuvre　de　Gide　sa　valeur　humaine．　Les　cr6ateurS　catholiques
reとonnaissent　ici　Ie　grand　d6bat　qu量．1es　d6chire　（les　cr6ateurs，　je　ne
dis　pas：1es　critiques）；si，　converti，　il　nous　est　donn6　de　le　clore　enfin，
ce　d6bat，　devons・n・ous　insulter　nos　maitres　et　nos　camarades　moins
heureux　？　Hors　le　catholicisme，　Pattitude　de　Gide　n’offre　rien　qu三
choque　la　raison：son　d6sordre　int6rieur　devient　la　matiさre　de　son　art，
sans　doute，　mais　c，est　la　le　plus　noble　usage　que　Phomme　sans　Dieu
puisse　faire　de　sa　misさre．（Cahiers　d’Andr6　Gide　2，’p．122）
Tout　homme　qui　nous　6claire　sur　nous・memes　pr6pare　en　nous　les
voies．de　la　Grace．　La嚇mission　de』Gide　est　de　jeter’d6s・torches　dans
nos　abimes，　de　col玉aborer　a　notre　examen．de　conscience．　Ne　le　suivons
paきau・delb；Idi・meme　nous　sUpplie．．　de‘n．e／’pas・le　suivre　et’de　nous
pr6munir　contre　tous　Ies　maitres　qul　ne　sont　pas　Ie　Maitre．（Cahiers
d’Andrg　Gide　2，　p．123）
一→（29）の2．
II　me　souvient、d’avoir　entendu　Gide　d6fendre　le　Christ　contre　Val6ry，
avec　une　6trange　passion：attendons　le　jugement　de，　Dieu．（Cahiers
d’ノlu　dr6　Gide　2，　p．123）
Paris，15　f6vrier　l921．　Hier　soir，　chez　Mm・MUhlfeld，．．．＿une
壱trange　conversation　entre　Gide　et　Va16ry，　o血Gide　se　montra　un
　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノd6fenseur　passlonn6　Christ　et　de　PEvang量1e．　（ノ∂κ7πα1　d’un　hom〃te　de
trente　ans，　p；116）
（48） vI．－MAURIAC　A　GIDE
　　　　　．4janvier　1922．
Mon　cher　Maitre　et　ami，
　　L，indigence　de　ce　petit　artjcle　me　rend　plus　sensible　ti　Paffection　que
vous　me　montrez．　Pris　de　court　et　pour　ne　pas　perdre　une　occasion
qui　s，offrait，」’ai　dtt　livrer　des　notes　au　lieu　d’une　6しude　longuement
m6dit6e．　Le　pire　fut　qu，on　n6gligea　de　me　communiquer　les　6preuves＿
Mais　Pessentiel　est　de　ne　pas　vous　avoir　bless6．　Moi　qui　sais　qu’il
faut　choisir　et　qui　ne　choisis　pas，　comment　vous　jugerais－je？Maurice
de　Gu6rin　comparait　sa　pens6e　a　un　feu　du　ciel　qui　fr6mit　a　Phorizon
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entre　deux　molldes．　Vous　fates　toujours　pour　moi　ce　feu　du　ciel　entre
Ie　Royaume　de　Dieu　et　Ies　nourritures　terrestres．　Ce　feu耐a　souvent
eClair6　jusques　dans　mes　abimes．　Il　ne皿’a　pas　perdu．　Ceux　qui
parfois　me　donnさrent　le　d6goat　des　choses　divines，　ce　sont　des　mora7
1istes，　des　sociologues，　dupeurs　et　dupes，　avec　de　fausses　ailes　d’ange
et　un　sexe　henteux．　Mais，皿on　cher　maitre，　je　crois　qu，il　faut　choisir
d’etre　un　saint．　Vous　nous　avez　enseign6　une　sinc6rit6　qui　nous　d6fend
toute　complaisance　pour　une　attitude　qui　nous　semble　la　seule　Iogique，
hors　la　Foi．　La　sottise　d’un　Massis　est　de　pr6tendre　appliquer　a　un
incroyant　Ia　loi　catholique　et　son　mensonge　est　de　feindre　l’indignation
parce　que　cet　incroyant　n’6crit　pas　comme　s，il　croyajt！La＜politique
religieuse＞d，un　Barres　et　d，un　Maurras　ne　me　choque　pas　　loin　de
la　　；mais　je　ne　saurais　me　d6fendre　de　mieux　aimer　une　ame
incapable　de　pragmatisme．　L’《utilisation＞de　1’inimaginable　Trinit6
pour　des　fins　sociales　et　morales　me　choque　plus　que　le　drame　d’un
cceur　divjs6，　d6chir6　　sans　doute　parce　que　ce　drame　est　Ie　mien．
Car　le　tout　n’est　pas　de　savoir　qu’ilノ伽彦choisir，　hさlas！De　tout　cela
auSSi　j’aimeraiS　Causer　aveC　VOUS・
　　Veuillez　me　croire，　mon　cher　maitre　et　ami，　votre　respectueux　et
d6vou6．
Frangois　Mauriac．
（Cahiers　d’Andr6　Gide　2，　pp．65－66）
（4g）　4janvier　1922．　　Retour　de　Bordeaux．　une　tendre　lettre　de　Gide＿
　　　　　Donn6　hier　le　bon　a　tirer　du　Baiser　aux　Ltipreax．（／伽〆紹1　d’ecn　homme
　　　　　de　trente　ans，（Euv．　compL，　IV，　p．266）
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